製油2室　自主保全推進要領　（案）
1996年4月25日

１．目的

下記の項目を目的とする

1) 補修を外注する事により発生する修理保全経費の削減．

2) 運転員の作業能力向上と業務ｽﾊﾟﾝの拡大．

3) 装置の安全及び安定運転の維持継続．

２．定義

通常発生する補修工事のうち 手作業で出来る小規模な補修工事を推進する．

但し高所等で足場組みの必要な工事は除外する．

原則は上記の通りであるが緊急時にあってはSSVの指示する工事も
含めるものとする．

３．組織

実施体制としては現状の組織とする．

実施責任者　：　SSV

推進者　　　：　ﾏｲﾅｰﾒﾝﾃ推進委員

実施者　　　：　各ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

上記の支援者として担当SSVを置く．

４　実施の判断基準

1)自主保全実施項目

原則として別紙「自主保全実施項目」による．

この表にﾘｽﾄｱｯﾌﾟされた以外でも出来るﾒﾝﾃは積極的に取り組む．

2)所要時間

1時間以内完了のものを目安とする．但し引き継ぎ又は継続作業が
可能なものにあってはこの限りではない．

3)必要人数

特に定めないが安全及びOJDを配慮して実施する．

4)実施に当たっては、事前にSSVに報告し作業許可を得る事．又作業終了後
はSSVに報告する．一部安全上問題内ものは除外する．
５　常備資材と倉庫管理
1)ｽﾀﾃｨｯｸ関係

HS　VGO　FCC　に常備資材を保管する．資材の不足分の補充と倉庫の管理は製油室が定期的に行い 不足した資材はWRS等で補充する．

2)計装関係

CCHと製油事務所内の計装室管理のﾒﾝﾃﾅﾝｽ資材を製油室が使用することを計装室は認める．（計装室には連絡のこと）

不足した資材は計装室 又はWRS等で補充する．

６　使用工具類の管理

必要工具類のﾘｽﾄを作成し不足分は補充する．

ﾏｲﾅｰﾒﾝﾃ推進委員は粉出しないように定期的に点検し管理する．

管理責任者はSSVとする．

７　ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

1)随時 全ｵﾍﾟﾚｰﾀｰは 工事室及び計装室による施工要領の説明、実技指導の教育を受ける

2)必要におうじてﾘﾌﾚｯｼｭﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを実施する．

3)新人についてはSSV又は 指名された運転員が教育する．

4)施工要領書をHS VGO FCC の各ｸﾞﾙｰﾌﾟ控え室に常備する．

８　ﾏｲﾅｰﾒﾝﾃ実施の記録

1)ﾏｲﾅｰﾒﾝﾃ実施者は 工事内容 人員 所要時間 を決められた台帳に記入する．SSVは作業内容を確認する．

９　集計報告

1)毎木曜日のB勤ﾏｲﾅｰﾒﾝﾃ委員は前週の金曜日～木曜日（集計日）分をまとめて記入しSSVに報告する．

（件数 延人数 所要時間 金額等）
2)担当SSVは年度末に実績を集計しｼﾌﾄ等に報告する．

10　作業安全
自主保全実施に当たっては自らの安全を第1とする．

具体的にはMAN SOPの「作業安全」を基本とするが一般的な注意事項は

火傷に対する注意：熱油 ｽﾁｰﾑ等温度が高い所でのﾒﾝﾃは 皮手袋脚半 ｼｰﾙﾄﾞを使用し肌をむき出しにしない．

打撲に対する注意：増し締め等でﾊﾝﾏｰ等を使用するときは 周囲に注意して足場を確保し 皮手袋を着用する．

毒物に対する注意：H２S対象施設でのﾒﾝﾃは H２S測定器を携帯して行う事．必要なら吸収缶を利用する．

薬品に対する注意：塩酸などｹﾐｶﾙを使用するときはｺﾞﾑ手袋 ｼｰﾙﾄﾞを着用する．

粉塵に対する注意：保温材を剥がす時は防塵ﾏｽｸを着用する．

―以上―

　　　　
